
――― 1819 ――― 若い自治体職員のいま――自治労福井県本部「若手職員意識調査」から

若き自治体職員とともに！特
集

　

は
じ
め
に

　

自
治
労
福
井
県
本
部
で
は
、三
五
歳
以
下
の
組
合
員
を
対
象
に「
若
手
職

員
意
識
調
査
」
を
行
っ
た
。
福
井
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
が
行
わ
れ
た
の
を
受
け
て
、
本
稿
で
は
そ
の
結

果
の
一
部
を
記
述
統
計
と
し
て
紹
介
す
る
。
ち
な
み
に
、
同
県
本
部
で
は
、

三
年
に
一
回
、
こ
れ
と
は
別
に
「
職
場
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
て

い
る
の
で
、
本
稿
で
紹
介
す
る
調
査
の
内
容
は
意
識
や
そ
れ
と
関
連
す
る

環
境
や
行
動
な
ど
に
重
き
を
置
い
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
、
調
査

の
概
要
、
全
体
の
傾
向
に
つ
づ
き
、
属
性
別
に
み
た
分
布
を
い
く
つ
か
紹

介
し
た
あ
と
、
回
答
間
の
関
連
に
つ
い
て
の
二
つ
の
例
に
つ
い
て
短
く
考

察
し
て
む
す
び
と
す
る
。

　

調
査
の
概
要

　

こ
の
調
査
の
実
施
時
期
は
二
〇
二
二
年
一
月
か
ら
二
月
、
対
象
者
数
は

三
二
〇
七
人
（
三
五
歳
以
下
の
職
員
数
）
の
う
ち
、
回
収
数
は
一
三
八
〇

枚
、
回
収
率
は
四
三
・
〇
％
で
あ
る
。
ま
た
、
設
問
で
尋
ね
て
い
る
属
性

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
性
別
（
自
認
）、
年
齢
、
現
在
の

家
族
状
況
、
入
庁
前
の
状
況
、
勤
続
年
数
、
現
在
の
職
場
に
異
動
し
て
か

ら
の
勤
続
年
数
、
勤
務
し
て
い
る
自
治
体
、
現
在
の
職
種
、
職
務
上
の
地

位
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
家
族
状
況
で
は
同
居
者
の
有
無
や
回
答
者
と
の
関

係
を
問
う
て
い
る
。
紙
数
の
関
係
で
、
本
稿
で
は
そ
れ
ら
の
属
性
の
う
ち
、

性
別
（
自
認
）、
年
齢
、
現
在
の
職
種
、
職
務
上
の
地
位
に
つ
い
て
の
み
と

り
あ
げ
た
。

　

調
査
票
の
基
本
的
な
設
計
は
、
八
分
野
四
八
個
の
設
問
に
対
し
て
二
者

択
一
の
回
答
を
求
め
る
も
の
で
、
各
設
問
に
対
す
る
回
答
の
状
況
を
表
１

に
示
し
た
。
た
だ
し
、
実
際
の
調
査
票
（
ア
ン
ケ
ー
ト
／
回
答
用
紙
）
で

は
そ
れ
ら
の
分
野
構
成
を
ば
ら
し
て
再
構
成
し
て
あ
る
。
ま
た
、
選
択
肢

は
純
粋
な
イ
エ
ス
・
ノ
ー
の
二
者
択
一
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
た
と
え
ば

第
一
群
①
の
最
初
の
設
問
の
選
択
肢
「
Ａ
」
の
も
う
一
方
「
Ｂ
」
は
、「
今

担
当
し
て
い
る
仕
事
は
、
あ
ま
り
忙
し
く
な
い
方
だ
。」
で
あ
る
が
、
第

四
群
②
の
最
初
の
設
問
に
お
け
る
選
択
肢
「
Ａ
」
に
対
応
す
る
「
Ｂ
」
は
、

「
労
働
組
合
と
し
て
今
取
り
組
む
べ
き
は
、
賃
金
・
手
当
等
の
改
善
だ
と
思

う
。」
で
あ
り
、直
観
的
な
選
択
を
誘
導
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
、
本
稿
の
記
述
で
は
、
基
本
的
に
各
設
問
の
選
択
肢
「
Ａ
」

の
回
答
数
を
も
と
に
分
析
す
る
。
ま
た
便
宜
的
に
各
設
問
に
１
か
ら
48
ま

で
の
通
し
番
号
を
つ
け
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
予
備
的
な
確
認
と
し
て
、
福
井
県
内
の
職
員
数
の
実
状
を

表
２
に
示
す
。
同
表
に
よ
れ
ば
、
福
井
県
は
都
道
府
県
合
計
と
比
較
す
る

と
人
口
あ
た
り
職
員
数
が
多
い
よ
う
に
み
え
る
。
だ
が
、
そ
の
数
値
は
当

該
都
道
府
県
内
の
政
令
市
や
中
核
市
の
有
無
に
よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ

る
こ
と
か
ら
一
概
に
比
較
で
き
な
い
。
ま
た
、
福
井
県
内
各
市
は
、
類
似

若
き
自
治
体
職
員
と
と
も
に
！

若
い
自
治
体
職
員
の
い
ま

―
―
自
治
労
福
井
県
本
部
「
若
手
職
員
意
識
調
査
」
か
ら

若
い
自
治
体
職
員
は
、
仕
事
と
ど
う
む
き
合
い
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
ど
う
過
ご
し
て
い
る
の
か
。

福
井
県
本
部
が
実
施
し
た
三
五
歳
以
下
の
組
合
員
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
浮
か
び
上
が
る
そ
の
実
像
と
は
。
愛
知
学
院
大
学
経
済
学
部
教
授

吉
村
臨
兵

よ
し
む
ら
・
り
ん
ぺ
い

一
九
六
三
年
奈
良
県
生
ま
れ
。
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程
中
途
退
学
。
修

士
（
経
済
学
）。
福
井
県
立
大
学
看
護
福
祉
学
部
教
授
を
経
て
、
二
〇
二
二
年
よ
り
現
職
。
単
著
論
文

に
「
賃
金
相
場
と
政
策
入
札
：
地
方
自
治
体
に
よ
る
二
様
の
取
り
組
み
」『
社
会
政
策
』
十
三
（
二
）（
二

〇
二
一
）
所
収
、「
最
低
賃
金
制
：
そ
の
存
立
根
拠
と
日
本
の
課
題
」『
貧
困
研
究
』
二
一
号
（
二
〇
一

八
）
な
ど
。

団
体
と
し
て
「
一
般
市　

Ⅱ
―
２
」
お
よ
び
「
一
般
市　

Ⅰ
―
３
」
に
区

分
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
職
員
数
が
比
較
的
少
な
く
、
な
か
で
も
鯖
江
市
は
類

似
団
体
中
最
少
で
あ
る
。
そ
の
反
面
、
他
の
区
分
で
は
職
員
数
が
逆
に
比

較
的
多
く
、
他
県
と
比
較
し
た
福
井
県
内
全
般
の
職
員
数
に
は
ば
ら
つ
き

が
あ
る
。

　

全
体
の
傾
向

　

表
１
の
結
果
を
み
て
、
同
県
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
の
集
計
担
当
周
辺
で

あ
が
っ
た
感
想
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
第
六
群
①
の
選
択

率
の
高
さ
で
、
こ
の
家
族
志
向
は
「
我
々
の
時
代
の
親
子
関
係
を
知
る
も

の
に
は
、
ま
あ
信
じ
が
た
い
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
同
じ
地
域
の
後
輩

へ
の
視
線
と
し
て
、
示
唆
に
富
む
感
想
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
県
外
者
と

し
て
は
、
三
世
代
同
居
や
近
居
の
多
い
同
県
の
生
活
様
式
、
否
応
な
く
そ

れ
を
肯
定
す
る
心
理
、
あ
る
い
は
、
そ
も
そ
も
仕
事
と
し
て
地
方
公
務
員

を
選
択
す
る
と
い
う
回
答
者
の
行
動
と
の
親
和
性
と
い
っ
た
背
景
を
想
起

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

次
に
、
第
五
群
②
の
選
択
率
の
低
さ
を
み
る
と
、
家
族
志
向
の
反
面
で
、

必
ず
し
も
地
域
に
密
着
し
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
ず
、
ま
た
、
第
八
群
②

の
選
択
率
の
高
さ
か
ら
は
「
現
状
維
持
」
的
な
傾
向
が
感
じ
ら
れ
る
と
い

う
。
そ
の
ほ
か
、
第
二
群
①
の
回
答
傾
向
か
ら
、
公
平
性
や
信
頼
性
の
重

視
が
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
や
ア
イ
デ
ア
へ
の
志
向
よ
り
ず
っ
と
多
い
こ
と
が
わ

か
り
、
こ
の
点
も
や
や
衝
撃
的
と
い
う
感
想
だ
っ
た
。


